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図 2-1 ADHDと他の発達障害の関係 
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図 2-2 脳表各部位の名称 

図 2-3 脳表に局在する主な中枢とブロードマン脳地図 
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表 2-1 DSMと ICDの出版年 
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塧

塧

表 2-2 DSM-Ⅳ-TRによる「通常、幼児期、小児期、あるいは思春期に発症する障害」 
に関する分類 
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表 2-3 ICDによる「心理的発達障害」・「小児（児童）期及び青年期に通常発症する行動 
及び情緒の障害の分類 
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表 2-4 DSM-Ⅳ-TRと ICD-10による発達障害に関わる障害分類比較 
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図 2-4 LDとその周辺の概念の沿革 
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図 2-5 LDのつまずきの領域と各定義の範囲 
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表 2-5 ＡＤ/ＨＤの診断基準 
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図 2-6 自閉症スペクトラムの概念 
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表 2-6 児童青年期精神疾患の変遷 



     

47 

 

図 2-7 PDDと ASDの概念比較 
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表 3-1 我が国における発達障害に関係した法整備の流れ 
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表 3-2（1） 空間全般に関する新たな意味づけ 
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表 3-2（2） 空間全般に関する新たな意味づけ 
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表 3-3（1） 個別空間に関する新たな意味づけ 
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表 3-3（2） 個別空間に関する新たな意味づけ 
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表 3-4（1） サイン・表示に関する新たな意味づけ 
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図 3-1 発達障害者支援センターの役割 
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図 3-2 通所・入所施設の一元化 

図 3-3 児童発達支援施設の一元化 
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Ideogram 

Pictogram 

めがね ねこ じてんしゃ 

さむい そうぞうしい たべる 

図 3-4  Pictogramと Ideogram 図 3-5 PICによる 
コミュニケーションボード 
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写真 3-1 タイムエイド 写真 3-2 ボイスルーラー 写真 3-3 イヤーマフ 

写真 3-4 間仕切りの為のパーテーション 

写真 3-5 発達障害児者くらし市 
     大阪市平野区、2014 
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図 3-6 応用行動分析における問題行動に対するアプローチ 
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表 4-1 発達障害に関する主な当事者手記 



 

82 

 

  



     

83 

 

 

 

 

表 4-2 調査対象手記リスト 
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図 4-1 障害要因（上位分類）と障害要素（下位分類）の関係 
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表 4-3 脳機能の視点を踏まえた障害要素とその内容 
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図 4-2 日常生活において保護者が感じる困難さ 

図 4-3 生活・環境事物に対する困難さに関係する障害要素 
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 表 4-4 障害要素別の困難と感じる内容 
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図 4-4 記述数と記述種類の関係 

表 4-5 記述数に対する記述種類の割合 
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表 5-1 アンケートの概要 



     

97 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 回答者の年齢・性別 

図 5-2 子どもの年齢・性別 
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図 5-3 子どもの医師から受けたことのある診断名（単独診断名） 

表 5-2 子どもの医師から受けたことのある診断名（複数診断名） 
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図 5-4 診断名を受けた時の子どもの年齢 図 5-5 障害発覚のきっかけ 

図 5-6 療育手帳の取得状況 
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図 5-7 保護者が感じる子どもの好み 
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図 5-8 「生活・環境事物との関わり」に関する障害要素の再編 



 

102 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 5-9 子どもの障害要因・要素と保護者が感じる困難さの回答割合 
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図 5-10 療育実施の有無と保護者が感じる困難さ（得点比較） 

図 5-11 診断名別の保護者が感じる困難さ（得点比較） 
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図 5-12 子どもの環境事物への反応頻度 
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図 5-13 保護者が感じる困難さの回答割合 
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図 5-14 診断名別の環境事物への反応頻度（得点比較） 

図 5-15 診断名別の環境事物への反応頻度（標準偏差） 
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図 5-16 年齢別の環境事物への反応頻度（得点比較） 

図 5-17 年齢別の環境事物への反応頻度（標準偏差） 
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図 5-18 日常生活における子どもの行動頻度 



 

112 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 5-19 子どもの行動に対して保護者が感じる困難さの割合 
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図 5-20 診断名別の日常生活における行動頻度（得点比較） 

図 5-21 診断名別の日常生活における行動頻度（標準偏差） 
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図 5-22 年齢別の日常生活における行動頻度（得点比較） 

図 5-23 年齢別の日常生活における行動頻度（標準偏差） 
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図 5-24 診断名と環境事物への反応項目のポジショニング 
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図 5-25 診断名と日常生活における行動項目のポジショニング 

図 5-26 年齢と日常生活における行動項目のポジショニング 
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図 6-1 本章及び本章以降の研究領域 
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表 6-1 環境刺激に対する反応の項目 
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 図 6-2子どもの環境刺激への反応頻度（回答割合） 図 6-3保護者が感じる困難さの程度（回答割合） 
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図 6-4 子どもの環境刺激への反応頻度と保護者が感じる困難さ（得点比較） 
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（単相関は全て有意水準 0.01） 表 6-2単相関分析表 
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図 6-5 反応頻度と困難さ（項目[17]） 

図 6-6 反応頻度と困難さ（項目[20]） 
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表 6-3保護者一人当たりが困難と回答した項目数 
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図 6-7保護者が感じる困難さの傾向（イメージ図） 
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因子得点 

適合度検定（カイ二乗） 二乗和（バリマックス回転） 

表 6-4 因子分析表 
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表 6-5 基本統計量 

表 6-6 固有値 
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表 6-7 因子負荷量 

図 6-8 因子負荷量散布図（因子 1・因子 2） 
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章末資料 1 

単相関係数・判定 
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